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広報 ふたば
 

令和 6年 

9月 1日発行 

ふたばよもやま話（第二十回） 

～お殿様の遺体を取り戻せ～ 

 時は幕末、小倉藩は長州藩と激烈な戦いを繰り広げていま

した。緊迫した情勢の中、九代藩主・忠幹（ただよし）公は 

三九歳で死去します。小倉城は自焼、藩政府は田川郡香春へ

撤退します。 

 大混乱の中、殿様の遺体を運び出すことができず、本丸の

地下に隠したままとなっていました。香春の藩政府は殿様の

遺体奪還計画を実行、決死隊を組織して長州軍が占領してい

る小倉城から遺体を掘り起こし、秘密裏に田川郡福智町の碧

厳寺（へきがんじ）へ仮埋葬し、のちに葬儀を行いますが、

小倉から田川へどのルートを通ったか、今でも謎となってい

ます。 

 

今月の予定（9 月） 

石橋医院回診（毎月曜日） 

2 日、9 日、30 日 

ますゆき皮膚科回診 

5 日(木) 

小倉北歯科回診（毎木曜日） 

5 日、12 日、19 日、26 日 

ビューティヘルパー 

10 日(火) 

敬老会 

15 日(日) 

生花 

25 日(水) 

健康体操（毎木曜日） 

都合により当分の間、お休みします 

クリスマス会 

24 日(日曜日) 
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安
全
と
安
心

利
用
者
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守
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利
用
者
様
に
優
し
く
接
す
る

ヒ
デ
さ
ん 

 

 

行
事
で
も
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躍
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緊
迫
し
た
情
勢
の
中
、
三
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で
死
去
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小
倉

藩
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藩
主
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に
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利
用
者
様
に
安
心
し
て
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
職
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
日
々
の
業
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。 

 

今
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号
で
は
そ
の
一
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を
ご
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い
と
思
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気になることがあればす

ぐ話し合い 

施
設
内
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
は
い
ち
ば
ん
大
切

な
こ
と 

利用者様の

身になって 

利用者様の状態を正確かつ迅速に把握すること

は必要不可欠 

毎朝のミーティングに加え、情報交換は怠らずに 

 

消
火
や
救
命
処
置
訓

練
は
定
期
的
に
実
施

し
て
い
ま
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